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一
　
はじめに
　
本学のスクールバスの運転席付近に成田山の「交通安全」御札
が祀られていることを、通勤・通学に利用される方々はお気付きであろう。そしてこの成田山（新勝寺）が、かの空港のある千葉県成田市に所在する大寺院だということも、多くご存じと思う。しかしながら、その成田山新勝寺がそもそ どういう由来を伝える寺院なのかとい ことにな と、あまり知られていないかもしれない。筆の遊みに過ぎぬ、あるいは埒もなき埋め種との非難もあろうが、今回はその たりをご紹介したい。　
とはいえ、寺伝によれば一千年を超すというその歴史を、筆者
が一から説き起こすわけではな 。成田山新勝寺には 江戸時代の元禄十三年（一七〇〇）に撰述された「元禄の大
おお
縁起」と呼ば
れる資料が伝わり、新旧の山史 これを根本史料と位置付けてきた。内容的には史実と認め難いところがあるが、一般に寺院 縁起（由緒書）とはどのようなものであるかを知りうる好個 例いえるので、そ 全容を示すことにより、上記の目的を果たすつ
もりである。ただし今回は、史料としての学術的要素、すなわち書誌データと原文（漢文）とをば掲げず、訓読文と現代語訳とを提示する。したがって、本誌の執筆ジャンルのうち、 「資料紹介」を名乗るわけにはゆかないので、内容のそぐわぬことは不本意ながら、 「研究ノ ト」として提出した。　
なお、断るまでもないが念のため一言しておくと、小稿を以て
筆者が、特定の宗教・宗派や寺社に対する信仰を、勧誘したり推奨したりするものでないことはもちろんであ 。成田山は人も知る如く、正月三 日 人出において連年全国のトップ３中に占位し、参詣者数は三百万人を上回る。これだけの数 人々が何らかの思いを託しに訪れるという事実を見れば、それはもはや「ニッポン 文化」の一翼を担って るといってよいであ う。つまり一寺院の由緒来歴に止まらない、文化的事象である、そう受け止めていただきた 。二
　
縁起の概要
　
本資料は成田山新勝寺の縁起として根本に位置付けられており、
成田山新勝寺「元禄の大縁起」をよむ
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美
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開創にまつわる話が、伝存する三種の古縁起の中で最も詳細に記述されている。まず概要を記しておこう。　
平安時代半ば、承平五年（九三五）に平将門が反乱を起こした。
伯父国香らの殺害に始まる将門の行動は次第にエスカレートし、坂東諸国の国府を襲撃してこれを制圧、ついには新皇と僭称して独立を標榜するに至った。時の朝廷は追捕使を発遣して武力鎮圧を試みるも、容易に将門を降すことはできなかった。そのとき朱雀帝の密勅を蒙った が寛朝である。寛朝は洛西高雄・神護寺護摩堂の本尊不動明王を奉持して下向し、国家安穏の護摩を勤修。程なく将門は藤原秀郷・平貞盛 斬られ さしもの乱も終息 たさて、帰洛しようとす と 如何 しても明王を動かすことができないばかりか、こ 地に留まり衆生を利
り
益やく
せんとの霊
れい
告ごう
を下さ
れた。そこで寛朝は独り都に戻り、この旨 帝に奏上 たところ、帝はたいへんに喜び、 伽藍 建立して寺号を 「神護新勝寺」 賜ったという。　
また、後に浄土宗の高僧として知られるようになる道誉が、若
いころ不動明王の霊験を受けた話も載っている。天性愚鈍であった道誉が当山に祈願し ところ、利鈍二振 剣を提げた明王現れ、彼の咽喉を切り裂い ために
悪あく
血ち
ことごとく流れ出で、
一変にわかに頭脳明晰 なったという霊験譚である。　
本文に先立って、撰者覚眼の略歴も記しておく。寛永二十年
（一六四三）に薩摩国に生まれ、郷里で出家したのち、元禄八年（一六九五）に醍醐寺の有雅から真言宗報恩院流を受法した。江戸に出て芝愛宕下の円福寺に住し、宝永二年（一七〇五）に第十一世智山能化（智山派のトップ）となる。同六年には大僧正に
昇ったが、これは智山派における大僧正の初例である。のち再び江戸に下り、護持院で新義 僧録職（宗派の総務）を務めた。字
あざな
は空覚、また抱拙と号する。経歴的にも最高の地位に昇ったのみならず、著述の多い 当時屈指の学僧でもあった。大縁起の原本は覚眼直筆と見られる。三
　
訓読文
　
まずは訓読文を掲げる。原文は漢文であり、返り点も振り仮名
も施されていないからして すべて「筆者の訓み」に過ぎない。いささか事々しいけれども、いわゆる総ルビとした。また、適宜に段落を分けた。 〈
 〉で括った字句は、原本にある割注である。
下しもうさのくに
総国
成なり
田た
山さん
神じん
護ご
新しん
勝しょう
寺じ
本ほん
尊ぞん
来らい
由ゆの
記き
総ふさ
の下
か
州しゅう
埴は
生ぶの
荘しよう
、成
なり
田た
山さん
神じん
護ご
新しん
勝しょう
寺じ
は、聖
しょう
無む
動どう
尊そん
垂すい
応おう
の霊
れい
場じょう
、真
しん
言ごん
密みっ
教きょう
相そう
応おう
の梵
ぼん
刹さつ
なり。
夫それ
、当
とう
寺じ
の本
ほん
尊ぞん
不ふ
動どう
明みょう
王おう
并ならび
に矜
こん
羯が
羅ら
・逝
せい
吒た
迦か
二に
童どう
子じ
は、弘
こう
法ぼう
大だい
師し
の手
て
づから親
した
しく雕
ちょう
刻こく
したも 所
ところ
、中
ちゅう
尊ぞん
は長
たけ
六ろく
尺しゃく
の坐
ざ
像ぞう
、二
に
夾きょう
侍じ
は共
とも
に三
さん
尺じゃく
、其
そ
の左
さ
面めん
は立
りゅう
像ぞう
、其
そ
の右
う
面めん
は坐
ざ
像ぞう
、而
しか
して嵯
さ
峨がの
帝みかど
よ
り葉
よう
よ々う
玉ぎょく
體たい
擁よう
護ご
の霊
れい
像ぞう
なり。在
あ
りし昔
むかし
は洛
らく
西せい
高たか
雄お
山さん
神じん
護ご
国こく
祚そ
真しん
言ごん
寺じ
護ご
摩ま
堂どう
の本
ほん
尊ぞん
なり。
緬はる
かに此
こ
の尊
そん
軀く
を我
わ
が山
やま
に安
あん
置ち
せし来
らい
由ゆ
を繹
たず
ぬれば、人
にん
皇のう
六ろく
十じゅう
一いち
代だい
朱す
雀ざく
院いん
の御
ぎょ
宇う
に丁
あた
り、桓
かん
武む
天てん
皇のう
五ご
代だい
の後
こう
胤いん
、陸
む
奥つの
鎮ちん
守じゅ
府ふ
前さきの
将しょう
軍ぐん
平たいらの
朝あ
臣そん
良よし
将まさ
の
次じ
男なん
、
相そう
馬まの
小こ
次じ
郎ろう
将まさ
門かど
、
関かん
左さ
にして
権けん
威い
を
恣ほしいまま
にし、
叛はん
逆ぎゃく
を発
おこ
して伯
お
父じ
常ひた
陸ちの
大だい
掾じょう
国くに
香か
を攻
せ
め殺
ころ
し、常
じょう
州しゅう
を侵
おか
し奪
うば
う。下
しも
総うさの
国くに
相そう
馬まの
郡こおり
岩いわ
井いの
郷さと
に新
しん
都と
を建
た
て、桓
かん
武む
の後
こう
孫そん
たるに因
よ
り自
みづか
ら僭
おご
り
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て平
へい
親しん
王のう
と号
ごう
す。剰
あまつさ
え帝
てい
都と
を傾
かたぶ
け王
おう
位い
を奪
うば
わんとす。越
ここに
おいて源
みなもとの
経つね
基もと
武ぶ
府ふ
に在
あ
り。時
とき
に闕
けつ
に詣
まい
りて厥
そ
の事
こと
を奏
そう
し天
てん
聴ちょう
に達
たっ
す。主
しゅ
上じゅう
大おお
いに
逆げき
鱗りん
有あ
り、
諸しょ
山ざん
の
高こう
僧そう
に
命めい
じて
降ごう
敵てき
の
秘ひ
術じゅつ
を
修しゅ
す。
就なかん
中づく
、
雲うん
居ご
寺じ
の浄
じょう
蔵ぞう
貴き
所しょ
、横
よ
川かわ
に大
だい
威い
徳とく
の秘
ひ
法ほう
を行
ぎょう
ず〈此
こ
の事
こと
は略
ほぼ
『元
げん
亨こう
釈しゃく
書しょ
』に
見み
ゆ〉 。
遍へん
照じょう
寺じ
の
寛かん
朝じょう
僧そう
正じょう
〈
敦あつ
実み
王おう
の
第だい
二に
子し
、
寛かん
平ぴょう
法ほう
皇おう
の孫
まご
なり。寛
かん
空くう
より密
みっ
旨し
を稟
う
く。是
これ
、広
ひろ
沢さわ
の祖
そ
にして大
だい
僧そう
正じょう
と
なる〉 、
特とく
に
将まさ
門かど
降ごう
伏ぶく
の
勅ちょく
旨し
を
蒙こうむ
り、
今いま
茲ここ
に
尊そん
を
奉ほう
持じ
し、
舶ふね
を
難なに
波わ
の津
つ
に汎
うか
べ、南
なん
海かい
の洪
こう
波は
を凌
しの
ぎ、布
ふ
帆はん
恙つつが
無な
くして東
ひがし
し、下
しも
総うさ
の
海かい
岸がん
に着
つ
けり。爰
ここ
に将
まさ
門かど
の舘
たち
を距
へだ
つること何
いくばく
も無
な
き成
なり
田たの
里さと
に一
いち
宇う
を結
むす
び、尊
そん
像ぞう
を安
やす
んじ調
ちょう
伏ぶく
護ご
摩ま
を修
しゅ
すること、宛
あたか
も頭
ず
燃ねん
を救
すく
うが
若ごと
し。また
平へい
賊ぞく
追つい
伐ばつ
の
令りょう
旨じ
を
下くだ
し、
参さん
議ぎ
右う
衛え
門もんの
督かみ
藤ふじ
原わらの
忠ただ
文ふみ
・
忠ただ
舒のぶ
・源
みなもとの
経つね
基もと
等ら
、東
とう
関かん
に発
はっ
向こう
す。下
しも
野つけの
国くに
藤ふじ
原わらの
秀ひで
郷さと
〈世
よ
に俵
たわら
藤とう
太た
と云
い
う〉 ・
平たいらの
貞さだ
盛もり
〈
平たいらの
国くに
香か
の
子こ
〉と
将まさ
門かど
と
茲ここ
に
一いっ
戦せん
す。
貞さだ
盛もり
「
吾わ
が
父ちち
の仇
あだ
なり」と謂
い
えば、秀
ひで
郷さと
心こころ
を合
あ
わせて同
おな
じく将
まさ
門かど
を攻
せ
む。是
これ
よ
り将
まさ
門かど
敗はい
北ぼく
して、此
ここ
に伶
れい
俜へい
し、彼
かしこ
に踟
ち
躊ちゅう
す。時
とき
に将
まさ
門かど
、貞
さだ
盛もり
が放
はな
つ
所ところ
の
矢や
に
中あた
り、
馬うま
より
落お
つ。
秀ひで
郷さと
騁は
せ
来きた
りて
将まさ
門かど
が
首こうべ
を
刎は
ね、
遂つい
に朝
ちょう
敵てき
をして已
すで
に亡
ほろ
びしむ。故
ゆえ
に忠
ただ
文ふみ
・経
つね
基もと
等ら
、駿
すん
州しゅう
より帰
き
洛らく
す。
是かく
の
如ごと
き
敗はい
亡もう
の
事こと
を
憶おも
うに、
是これ
則すなわ
ち
寛かん
朝じょう
僧そう
正じょう
修しゅう
功こう
の
致いた
す
所ところ
、
不ふ
動どう
明みょう
王おう
威い
神じん
の為
な
す所
ところ
なり。宜
むべ
なる乎
かな
、降
ごう
伏ぶく
四し
魔ま
の本
ほん
誓ぜい
、瑜
ゆ
伽が
三さん
密みつ
の神
じん
力りき
、豈
あに
唐む
捐なし
からん乎
や
。爾
その
后のち
、寛
かん
朝じょう
不ふ
動どう
尊そん
を捧
ほう
持じ
して帰
き
雒らく
せ
んとし、
其そ
の
像ぞう
を
抬もた
ぐるに、
兀ごつ
ご々つ
として
動うご
かず
磐ばん
石じゃく
よりも
重おも
し。
朝じょう
公こう
未み
曽ぞ
有う
の想
おも
いを成
な
し、則
すなわ
ち合
がっ
掌しょう
閉へい
目もく
して至
し
心しん
に黙
もく
禱とう
す。明
みょう
王おう
髣ほう
髴ふつ
として告
つ
げ言
のたま
わく、 「夫
それ
、衆
しゅ
生じょう
は無
む
辺へん
にして我
わ
が願
ねが
いも亦
また
無む
尽じん
なり。儻
たまたま
深じん
信しん
機き
熟じゅく
の者
もの
有あ
らば、処
ところ
として応
おう
ぜざること無
な
し、我
われ
再ふたた
び皇
おう
城じょう
に還
かえ
ることを願
ねが
わず。翻
ひるがえ
りて思
おも
わく、永
なが
く此
こ
の地
ち
に住
じゅう
して
東とう
国ごく
の逆
げき
徒と
を鎮
しず
め押
お
さえ、渇
かつ
仰ごう
の輩
ともがら
を利
り
益やく
せん」と。繇
ここ
に繄
これ
、僧
そう
正じょう
、至
し
言げん
肝きも
に銘
めい
じ感
かん
涙るい
袂たもと
を盈
み
たして謂
いわ
く、 「是
これ
、大
だい
明みょう
王おう
、其
そ
の居
お
る
所ところ
も無
な
きに、但
ただ
に衆
しゅ
生じょう
の心
しん
想そう
の中
うち
に住
じゅう
すの金
きん
言げん
、誰
たれ
か信
しん
を起
お
こさ
ざらん。奚
なん
ぞ其
それ
に疑
うたが
いを容
い
れん」と。既
すで
にして故
もと
の如
ごと
く尊
そん
を堂
どう
上じょう
に安
やす
んじ、別
わか
れを告
つ
げて去
さ
る。朝
じょう
公こう
帝てい
都と
に帰
かえ
るに曁
およ
び、具
つぶさ
に斯
こ
の
事こと
を聞
き
きたまいて主
しゅ
上じょう
叡えい
感かん
余あま
り有
あ
り、勅
みことのり
して数
すう
宇う
の伽
が
藍らん
を締
むす
び構
かま
え、若
そこ
干ばく
の荘
しょう
園えん
を喜
き
捨しゃ
したもう。故
こ
山ざん
の号
ごう
に准
なぞら
えて神
じん
護ご
新しん
勝しょう
寺じ
と
名な
づけ、且
かつ
は山
やま
を成
なり
田た
と称
しょう
し院
いん
を明
みょう
王おう
と号
ごう
し、即
すなわ
ち東
とう
国ごく
鎮ちん
護ご
の霊
れい
区く
と為
な
したもう。
抑そもそも
、当
とう
尊そん
は、神
じん
用ゆう
無む
方ほう
にして霊
れい
験げん
最もっと
も夥
おびただ
し。或
あるい
は女
にょ
人にん
産さん
生しょう
の苦
く
を
抜ぬ
き、或
あるい
は海
かい
士し
漂ひょう
堕だ
の難
なん
を救
すく
いたもう。若
も
し此
こ
の尊
そん
持たも
てる所
ところ
の宝
ほう
釼けん
を頂
ちょう
戴だい
せば、狂
きょう
乱らん
失しっ
心しん
の者
もの
も立
たちどころ
に治
なお
り、風
ふう
湿しつ
病びょう
患かん
の類
たぐい
も速
すみ
やか
に癒
い
ゆ。此
かく
の如
ごと
きの神
じん
効こう
、枚
まい
挙きょ
に遑
いとま
あらず。但
ただ
し信
しん
心じん
の浅
せん
薄ぱく
なる
者もの
を除
のぞ
く耳
のみ
。
伝つた
えて言
い
う。這
こ
の国
くに
、生
おゆ
実み
の大
だい
巌がん
寺じ
の開
かい
山さん
道どう
誉よ
上しょう
人にん
は、浄
じょう
家か
の英
えい
傑けつ
なれども、天
てん
資し
駑ど
鈍どん
なり。学
がく
業ぎょう
の狼
ろう
狽ばい
せんことを歎
たん
じ、曽
かつ
て此
こ
の
尊そん
に
帰き
投とう
し
宿やど
り
留とど
まり、
持じ
念ねん
すること
凡およ
そ
一いっ
百ぴゃく
日にち
夜や
を
経へ
たり。
期き
限げん
満まん
ずる夜
よ
に方
あた
り、境
きょう
界がい
中じゅう
に此
こ
の尊
そん
持たも
てる所
ところ
の利
り
剣けん
を呑
の
むと夢
ゆめみ
て覚
さ
めたり。覚
さ
めて後
のち
、正
まさ
に血
ち
の流
なが
るるを見
み
る。其
そ
の色
いろ
黯あん
然ぜん
とし
て其
そ
の床
ゆか
を塗
と
漫まん
せり。感
かん
喜き
戦せん
慄りつ
し作
さ
礼らい
して去
さ
る。然
しか
る後
のち
、慧
え
解げ
人ひと
に
邁すぐ
れ、
終つい
に
石せき
師し
名めい
徳とく
と
成な
る。
尓それ
より
降このかた
、
浄じょう
土ど
一いっ
派ぱ
の
僧そう
に
別わか
れ、
諸しょ
山ざん
負ふ
笈きゅう
の客
きゃく
に通
かよ
う。或
あるい
は日
ひ
を累
かさ
ねて往
おう
詣けい
し、又
また
は穀
こく
を断
たち
ちて祈
き
願がん
する者
もの
、若
も
しは二
に
三さん
、武
ぶ
を接
せっ
し、或
あるい
は五
ご
七しち
、踵
きびす
を継
つ
ぎて、いま
だ曽
かつ
て絶
た
えず。
恭つつし
みて惟
おもんみ
るに、大
だい
聖しょう
明みょう
王おう
は、其
そ
の本
もと
を推
たず
ぬれば則
すなわ
ち遮
しゃ
那な
の華
け
台だい
に
????????????????????
（四）
─ 407 ─
久く
成じょう
せる尊
そん
位い
にして、其
そ
の跡
あと
を訪
とぶら
えば則
すなわ
ち使
し
者しゃ
の垂
すい
髪ほつ
を退
たい
示じ
せる
眇びょう
相そう
なり。
衆しゅ
生じょう
を
哀あい
愍みん
して
捨しゃ
離り
する
時とき
無な
し。
本ほん
誓ぜい
は
余よ
尊そん
に
勝すぐ
れ、
神じん
変ぺん
は思
し
議ぎ
を超
こ
ゆ。所
いわ
謂ゆる
阿あ
遮しゃ
一いち
睨げい
の力
ちから
に、業
ごう
寿じゅ
の風
かぜ
忽たちま
ちに定
さだ
まり、
無む
明みょう
の波
なみ
即すなわ
ち涸
か
る。所
ゆ
以え
に儀
ぎ
軌き
には「一
ひと
たび秘
ひ
密みつ
咒じゅ
を持
たも
たば生
しょう
じ々ょう
にも
奉ほう
持じ
せる
修しゅ
行ぎょう
者しゃ
を
加か
護ご
したもう」と
説と
けり。
猶なお
し
薄ば
伽が
梵ぼん
の
「
我わ
が
身み
を
見み
る
者もの
は
菩ぼ
提だい
心しん
を
発おこ
し、
我わ
が
名な
を
聞き
く
者もの
は
悪あく
を
断た
ち
善ぜん
を修
しゅ
す」の如
ごと
し。且
かつ
は『大
だい
日にち
経きょう
疏のしょ
』に云
いわ
く、 「時
とき
に仏
ぶつ
、又
ま
復た
、一
いっ
切さい
の障
しょう
者じゃ
を息
や
めんが為
ため
の故
ゆえ
に、火
か
生しょう
名みょう
三ざん
昧まい
を証
しょう
して此
こ
の大
だい
摧さい
障しょう
の真
しん
言ごん
を説
と
く。此
こ
の真
しん
言ごん
に大
だい
威い
勢せい
有あ
り、能
よ
く一
いっ
切さい
の修
しゅ
真しん
言ごん
者しゃ
の種
しゅ
じ々ゅ
の
障しょう
難なん
を除
のぞ
く。乃
ない
至し
、仏
ぶつ
、道
どう
樹じゅ
に在
あ
るとき、此
こ
の真
しん
言ごん
を以
もっ
ての故
ゆえ
に、
一いっ
切さい
の魔
ま
軍ぐん
、散
さん
壊え
せざること無
な
し。何
いか
に况
いわん
や世
せ
間けん
の諸
しょ
障しょう
をや」と。
又また
云いわ
く、 「仏
ぶつ
初はじ
めて正
しょう
覚がく
を成
じょう
じたまいしとき、大
だい
集しゅう
会え
せる一
いっ
切さい
漫まん
荼だ
羅ら
所しょ
摂しょう
の三
さん
界がい
の衆
しゅ
に魔
ま
醯けい
首しゅ
羅ら
という者
もの
有あ
り。即
すなわ
ち是
これ
、三
さん
千ぜん
世せ
界かい
の
主しゅ
にして三
さん
千ぜん
界かい
の中
ちゅう
に住
じゅう
す。心
しん
慢まん
ずるが故
ゆえ
に、肯
あえ
て召
め
さるる命
めい
に
従したが
わずして
是こ
の
念ねん
を
作な
す。 『
我われ
は
是これ
、
三さん
界がい
の
主しゅ
なり。
更さら
に
誰たれ
か
尊とうと
き有
あ
りて我
われ
を召
め
さん耶
や
』と。尓
その
時とき
、不
ふ
動どう
明みょう
王おう
、白
もう
して言
もう
さく、 『世
せ
尊そん
よ、此
こ
の有
う
情じょう
、何
なに
の故
ゆえ
にぞ三
さん
世ぜ
諸しょ
仏ぶつ
の三
さん
昧ま
耶や
の法
ほう
を犯
おか
すや。当
まさ
に何
なに
事ごと
を以
もっ
てか之
これ
を治
ち
すべき』と。仏
ぶつ
の言
のたま
わく、 『即
すなわ
ち当
まさ
に彼
か
の命
めい
を断
た
つべきなり』と。時
とき
に不
ふ
動どう
明みょう
王おう
、即
すなわ
ちこれを持
じ
し、左
ひだり
の足
あし
を
以もっ
て其
そ
の頂
いただき
の半
はん
月げつ
の中
ちゅう
を踏
ふ
み、右
みぎ
の足
あし
にて其
そ
の妃
きさき
の首
こうべ
の半
はん
月げつ
の上
じょう
を踏
ふ
む。尓
その
時とき
に大
だい
自じ
在ざい
天てん
、尋
たち
便まち
に命
みょう
終じゅう
す。即
すなわ
ち尓
その
時とき
、悶
もん
絶ぜつ
の中
うち
に
して、無
む
量りょう
の
法ほう
を証
しょう
し、而
しか
して受
じゅ
記き
を得
え
、灰
かい
欲よく
世せ
界かい
に成
じょう
仏ぶつ
して月
がっ
勝しょう
如にょ
来らい
と号
ごう
す」と云
うん
ぬ々ん
。
斯かく
の若
ごと
きの明
めい
文ぶん
、経
きょう
軌き
の中
うち
に散
さん
在ざい
するを、今
いま
、収
しゅう
拾しゅう
して以
もっ
て出
い
だ
せり。善
よ
き哉
かな
、係
け
念ねん
の人
ひと
は願
ねがい
に随
したが
いて福
ふく
を獲
え
、持
じ
呪じゅ
の輩
ともがら
は求
もとめ
に応
おう
じて
災わざわい
を
攘はら
う。
尊とうと
ぶべし
敬うやま
うべし。
諸これ
然しか
れば
則すなわ
ち、
明みょう
王おう
の
本ほん
誓ぜい
、
時とき
として暫
しばら
くも息
や
むこと無
な
く、真
しん
言ごん
の威
い
力りき
、処
ところ
として現
げん
ぜざるも
無な
し。葉
よう
よ々う
盟ちかい
を主
まも
り、永
なが
く宝
ほう
祚そ
の天
てん
長ちょう
・台
たい
寿じゅ
の地
ち
久きゅう
を祝
ことほ
ぎ、四
し
民みん
の阜
ふ
楽らく
・万
ばん
国こく
の泰
たい
寧ねい
を鎮
まも
り禱
いの
る者
もの
なり。
往おう
時じ
を相
そう
伝でん
し周
しゅう
備び
せる縁
えん
起ぎ
有あ
りと雖
いえど
も、欝
うつ
攸ゆう
の災
さい
厄やく
に嬰
かか
り其
そ
の全
まった
きことを得
え
ず。今
こ
の番
たび
、現
げん
住じゅう
持じ
照しょう
範はん
闍じゃ
梨り
の索
もとめ
に応
おう
じ、旧
きゅう
記き
の遺
い
簡かん
を摭
ひろ
い、古
こ
老ろう
の口
こう
碑ひ
を述
の
べ、勉
つと
めて其
そ
の始
し
末まつ
梗こう
概がい
を誌
しる
せるを以
もっ
て
責せめ
を塞
ふさ
ぐと云
い
う。
　
元げん
禄ろく
十じゅう
三さん
、歳
とし
は庚
かのえ
辰たつ
に在
あ
り、仲
ちゅう
夏か
念にじゅう
八はち
日にち
　　 　　　
武ぶ
城じょう
愛あい
阜ふ
円えん
福ぷく
苾びっ
蒭しゅ
覚かく
眼げん
書しょ
す。
追つい
加か
條じょう
目もく
一ひとつ
、当
とう
寺じ
は従
じゅう
来らい
、江
え
戸ど
弥み
勒ろく
寺じ
の末
まつ
寺じ
たりと雖
いえど
も、大
だい
檀だん
主しゅ
稲いな
葉ば
丹たん
後ごの
太たい
守しゅ
侍じ
従じゅう
正まさ
通みち
の願
ねがい
に依
よ
り、去
さんぬ
る歳
とし
丙ひのえ
戌いぬ
、弥
み
勒ろく
寺じ
の末
ばつ
流りゅう
を離
はな
る。
今いま
茲ここ
に
現げん
住じゅう
照しょう
範はん
上じょう
京きょう
し、
嵯さ
峨が
大だい
覚かく
寺じの
宮みや
の
直じき
末まつ
寺じ
に
加くわ
えられ、
即すなわ
ち大
だい
覚かく
寺じ
道どう
場じょう
に於
おい
て、安
やす
井い
門もん
主しゅ
前さきの
大だい
僧そう
正じょう
道どう
恕じょ
より伝
でん
法ぽう
せら
れ訖
おわん
ぬ。且
かつ
は金
こん
剛ごう
王おう
院いん
家げ
を兼
けん
帯たい
する者
もの
なり。
一ひとつ
、
丹たん
後ごの
太たい
守しゅ
、
僧そう
録ろく
前さきの
大だい
僧そう
正じょう
隆りゅう
光こう
に
謁えっ
し、
常じょう
法ほう
談だん
林りん
の
願ねがい
を
通つう
ず。
両りょう
本ほん
山ざん
の僧
そう
正じょう
より、今
こん
年ねん
仲ちゅう
夏か
、免
めん
状じょう
を蒙
こうむ
り畢
おわん
ぬ。
一ひとつ
、丹
たん
州しゅう
、荘
しょう
田でん
五ご
十じっ
石こく
を寄
き
附ふ
す。
一ひとつ
、方
ほう
丈じょう
の額
がく
は智
ち
積しゃく
前せん
住じゅう
僧そう
正じょう
専せん
戒かい
の筆
ふで
、不
ふ
動どう
堂どう
并ならび
に金
こん
剛ごう
門もん
の牓
かけふだ
は
安あん
門もん
主しゅ
前さきの
大だい
僧そう
正じょう
書か
き誌
しる
さる。尓
その
外ほか
、鐘
しょう
楼ろう
・経
きょう
蔵ぞう
等とう
は住
じゅう
持じ
照しょう
範はん
造ぞう
立りゅう
す。
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右みぎ
、現
げん
住じゅう
照しょう
範はん
の需
もとめ
に応
おう
じ追
つい
加か
す。
　
宝ほう
永えい
四よん
丁ひのとの
亥い
冬ふゆ
臘ろう
月げつ
吉きっ
旦たん
　　 　　
洛らく
陽よう
智ち
積しゃく
僧そう
正じょう
覚かく
眼げん
誌しる
す。
四
　
現代語訳
　
続いて、右の訓読文を下敷きとして現代語訳を示す。できるだ
け逐語的な訳になるよう心がけたけれども、 漢文（訓読文も同様）に特有の、和文に置き換えがたい表現があるため、必ずしもそうなってはおらず、かなりの程度に意訳した部分もある。翻訳というのも一種の見解・説だから、訓読と見比べて、なぜそう訳した（訳せる）のかに思いを巡らすのも一興であろう。なお（
 ）内の
字句は、訳者の加えた補足（蛇足）的文言である。下総国成田山神護新勝寺本尊来由記　
下総国埴
は
生ぶの
荘しょう
の成田山神護新勝寺は、不動明王がご霊験を示さ
れる霊場であり、まことに真言密教に相応しい寺院である。　
当寺の御本尊不動明王、ならびに
矜こん
羯が
羅ら
・
逝せい
吒た
迦か
の二童子は、
弘法大師がご自身の手によって彫刻された 像であって、中尊の明王は像高六尺（約一八〇㎝）の座像、二体の脇侍はともに像高三尺（約九〇㎝） 、左脇侍（向かって右） 矜羯羅童子は立像、右脇侍の逝吒迦童子は座像、嵯峨天皇の御世から代々玉体を擁護してきた霊像である。以前には洛西・高
たか
雄お
山さん
にある神
じん
護ご
国こく
祚そ
真しん
言ごん
寺じ
（神護寺の旧称）護摩堂の御本尊であった。
　
遠い昔に遡って、この尊像が当山に奉安され 由来をたずねて
みよう。第六十一代朱雀天皇の御世に 桓武天皇から五代目の後
胤で、陸
む
奥つの
鎮ちん
守じゅ
府ふ
前さきの
将しょう
軍ぐん
平たいらの
良よし
将まさ
の次男の相
そう
馬まの
小こ
次じ
郎ろう
将まさ
門かど
が、東国
で好き勝手に権威を揮い、反逆を起して伯父の常
ひた
陸ちの
大だい
掾じょう
国くに
香か
を攻
め殺し、常陸国を侵略する事件があった。将門は下総国相
そう
馬まの
郡こおり
岩いわ
井いの
郷さと
（茨城県坂
ばん
東どう
市）に新しい都を建て、桓武天皇の血筋である
ところから、自ら驕り高ぶって「平親王」と号 た。そればかりか、帝都を傾け皇位を奪おうとまでしたので る。このとき、源
みなもとの
経つね
基もと
は武蔵守としてその国府にあったが、宮城に参内してそのこ
とを奏上し、それが帝の耳に達した。帝はいたく激怒なさり、諸山の高僧に朝敵降伏の秘術を修するよ 命ぜられ 。中でも、雲
うん
居ご
寺じ
の浄蔵貴所（嵯峨天皇の曾孫にあたる）は、比叡山横
よ
川かわ
にお
いて大威徳明王の秘法を行じた―このことは大
おお
凡よそ
『元亨釈書』に
見える―。 （一方、 ）遍照寺 寛朝僧正―敦
あつ
実み
王おう
の第二子で、宇多
法皇の皇孫にあたる。寛空阿闍梨から密教 受法した。この方こそ広沢流 祖であって、のち 大僧正となった―は、特別 将門降伏の勅命を承った 僧正はこ 尊像 奉持して、難波の港から出帆、南海の荒波を乗り越えて無事に東航し、下総の海岸 着いた。そして将門 居館からさほど離れていない成田 里に草堂を構え、尊像を奉安して調伏護摩を修した だが、それはまさ 火急の事態を救うものであった。ま 、逆賊平将門を追討せよと命令が下され、参
さん
議ぎ
右う
衛え
門もんの
督かみ
藤ふじ
原わらの
忠ただ
文ふみ
・忠
ただ
舒のぶ
・源経基らが東国に
向けて出発した。 （その間、 ）下野国の藤
ふじ
原わらの
秀ひで
郷さと
―世に俵藤太と称
する―と平貞
さだ
盛もり
―平国香の子―とが将門と一戦を交えた。貞盛が
「我が父の仇だ」と言ったので、秀郷もそれに心を合わせ、ともに将門を攻めた。それから将門は劣勢に転じ、あちらこちらにうろつき彷
さま
徨よ
った。そして将門は貞盛の放った矢に中
あた
り、馬から落
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ちた。そこに秀郷が駆けつけて将門の首を刎ね、ついに朝敵は亡ぼされ のである。このため（下向の途次にあった）忠文・経基らは、駿河国（静岡県中部）から都に引き返した。このような朝敵滅亡の次第を考えてみると、これこそまさに寛朝僧正の護摩修行の功績であり、不動明王の人智不測の御力によるものだといえよう。降
ごう
伏ぶく
四し
魔ま
のご本
ほん
誓ぜい
や瑜
ゆ
伽が
三さん
密みつ
の神力 （と説かれていること）
が、けっして空事でないこと、実にこのとおりである。そののち、寛朝僧正が不動尊を捧持して都に帰る あたり、尊像を持ち上げようとしたところ、磐石よりも重く、如何 しても動かすことができなかった。僧正は「これまでにないことだ」と思い、そこで合掌瞑目して至心に黙禱 た。すると、明王 御姿があ あ と見え、 この にお告げになった。 「よ か。衆生は数限 もなく、したがって（その全てを救うという）我が願いもまた れで完了したと）尽きることはない もし我が力を恃みとして深く信ずる者があるならば、いずこであろう それに応えぬこ は我は再び都に還ろうとは思わぬ。むしろ逆に、永く当地に住して東国の逆徒を鎮め、信心渇仰の人々を利
り
益やく
しようと思うのだ」と。
ここに至って僧正は、明王の至言を肝に銘じ、感涙にむせびながら言った。 「あぁ大明王 （満足な堂舎も く）居場所もございませんのに、 だただ衆生の心や想いの中にこそ住し もうとの金言を承り、誰一人とし 信心を起さぬ者がおりま ょうか。また何を疑うことがござりま ょうや」と。そこで早速、元のとおりに尊像 草堂に奉安し、明王にお別れを申し上げ 去った。寛朝僧正が都に帰り着くや、事の次第を細かにお聞きになった帝はいたく感銘され、 勅命を下されて数
あま
多た
の堂宇を造営し、 （財源として）
多くの荘園を寄進なさった。また、かつて尊像が奉安されていた寺院の名「神護国祚真言寺」に
准なぞら
えて「神護新勝寺」と名づけ、
同時に、山号を「成田山」 、院号を「明王院」と定め、東国鎮護の霊域となされたのである。　
そもそも、この不動尊は、ご霊験あらたかなること比類なく、
その実例も夥しい。女性 出産時の苦痛を和らげてくださったこともあれば、漁民の漂流など 海難をお救いくださったこともある。もし、この不動尊が手にしておられ 宝剣を頭上にい だくならば、狂気乱心した者もたちどころに正気を取り戻し、あらゆる病も速やかに癒される。こ よう ご霊験は数えきれないほどにあ 。しかしながら、信心の浅薄な者だけは救っていただけないが。　
また次のような言い伝えもある。同じ下総国 生
おゆ
実み
（千葉市中
央区）にある大
だい
巌がん
寺じ
の開山道誉上人は、浄土宗の優れた高僧だけ
れども、生まれつきは愚鈍であった。このままでは学業が躓くことになろうと歎 て、かつてこの不動尊に帰依して参籠したことがあり、持念修行すること、およそ百日を経た。ちょうど満願の夜、お堂の中で不動尊の手にした利剣を呑むと夢に見て目を覚ました。目覚めた後、 （夢かと思っ と ろが）ほんとうに血が流れているのを見た。その色はドス黒く 床一面 濡らしている。 （れは明王が利剣を以て咽喉を切り裂き、愚鈍の因となってい 悪血を流し出 のである。それ 見て上人は）喜びのあまり身を震わせて、明王を礼拝して下山した。その ち、智慧の働きによる理解力は人に優れ、ついには高名 師僧 なった 以来、ただ浄土宗の僧侶のみならず あらゆ 宗派 者の訪問を受け入れ
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教え導いた。連日にわたって参詣する者もあれば、また（上人を慕って）穀物断ちをして祈願する者もあり、あるいは二人三人と互いの足跡を踏むように続いて参り、あるいは五人七人と踵を接して詣で、 （上人亡き後も、その跡を訪う者は）一向に途絶えることがないの ある。　
謹んで思いめぐらすと、大聖不動明王は、その根本を推し量る
ならば、大日如来の華
け
台だい
において久しい以前に成仏された方であ
りなが 、実際の御姿を拝すれば、使者としての垂
すい
髪ほつ
という（方
便のために一歩退いた） 示さ 、しかも片目をつぶ おられる。衆生を哀れみ慈しんで捨て去 ことは無い。ご本誓は他の諸尊よりも勝れたもので、顕す神
じん
変ぺん
奇き
特どく
は凡人の思考・理解を超
えている。いわゆる
阿あ
遮しゃ
一いち
睨げい
（不動明王の一睨み）の力により、
宿命に翻弄される人 もたちまちに安定し、無知迷妄ゆえの煩悩も即座に消え去る。こ ゆえ 儀軌には 「一度でも 不動明王の）ご真言を学び唱 れば、生
しょう
じ々ょう
世せ
ぜ々
にわたってその人を加護してく
ださる」と説かれ 世尊が「私の姿を目に るだけで菩提心が発
おこ
り、私の名号を耳にするだけで断悪修善の気持ちに目覚め
る」と言われたのと、まったく同様である。　
また『大日経疏』には次のように見える。 「またあるとき、世
尊が一切の煩悩を消滅させるために、火
か
生しょう
名みょう
三ざん
昧まい
を証し、大摧障
の真言を説かれた。この真言には大い 不思議なる力があり 一切の真言を修す 者の種々 障難をあらたかに取り除く。あるいは、世尊が菩提樹下にあらせられたとき、この真言の力により、一切の魔軍、ことごとく退散した。まして 世の諸々の障がみな消滅することは言うまでもない」と。
　
さらに次のようにも説かれている。 「世尊が初めて正覚を達成
されたとき、ありとあらゆる三界の衆生が挙って参集した。 （ところが）魔
ま
醯けい
首しゅ
羅ら
という者がいて、これは三千世界の主
しゅ
であって、
その中心に住していると、そのように慢心していたために、世尊に召されたその命
めい
に全く従わず、 かえって のように考えた。 『我
こそ三界の主である。このうえ我よりも尊貴な者が誰あって召すと命ずるのか（ありえぬこ だ） 』 。そのとき不動明王は世尊に申し上げて、こ ように言った 『世尊よ こ 迷える者は、何ゆえに三世にわたる諸々 御仏たちの本誓の教えを破るのでしょう。どのようにして彼の迷妄を払いのけたらよ でしょう』 。世尊は言われた。 『すぐに彼の命を断ってしまいなさい』 。そこで明王が魔醯首羅を持ち上げ、左足で彼の額 真ん中を踏みつけ、右足でその妃 額の上を踏みつけたところ、 大自在天（魔醯首羅）はたちまちにして命終わった。そ 悶絶 うちに数えきれ いほどの法を悟り、そ 来世には仏とな であろ との予言を受けた。 （その予言どおり大自在天は）
灰かい
欲よく
世界に成仏して、
月がっ
勝しょう
如
来と号した」と。　
このように明らかな拠り所となる文が、いろいろな経典・儀軌
の中に散在するのを、いま拾い集め ここ 示 たのである。善哉、善哉。一心に念ずる人には願 に従って福 与え くださし、ご真言を唱える者には求め 応じて災厄を攘ってくださる。尊ぶべし敬うべし。これこそ正に不動明王のご本誓や、ご真言不思議な力が 一
ひと
時とき
も止
とど
まることなく、所の分け隔てもなく、発
揮されるということなのであ 。時代世代 超え ご本誓はゆるがず、永く天皇のご寿命の長からん と、臣下の者も末永く安泰
????????????????????
（八）
ならんことを寿ぎ、万民豊
ぶ
楽らく
と世界の恒久平和とをお護りくださ
る（私どもも、それを祈り奉る）のである。　（当山には）往時を伝える周到な縁起があったけれども、火災に罹ったために失われてしまった。このたび、現住照範阿闍梨の要望 応えて、断片的な記録を拾い集め、古老の口伝えを採録し、微力を尽して寺史の概要を記し、以て約束を果たした次第である。　元（一七〇）
禄十三年、干支は庚
かのえ
辰たつ
、五月二十八日
　　 　　　
江戸・愛宕山円福寺の僧、覚眼が書いた。
追加の條目一ひとつ
、当寺は従来、江戸・弥勒寺の末寺であったが、大檀
だん
越おつ
である
丹たん
後ごの
守かみ
兼
侍じ
従じゅう
、
稲いな
葉ば
正まさ
通みち
公の願いにより、去る
丙ひのえ
戌いぬ
（
宝（一七〇六）
永三年
）の年に弥勒寺末を離れた。このたび現住照範
和わ
尚じょう
が上京し、嵯峨・
大だい
覚かく
寺じの
宮みや
の
直じき
末まつ
寺じ
に加えられ、同時に、
大覚寺道場において安井ご門
もん
跡ぜき
、前
さきの
大僧正道
どう
恕じょ
さま（久
こ
我が
広ひろ
道みち
の子）より伝法せられた。また、金剛王院（醍醐寺の院
いん
家げ
の一つ）の院室を兼帯することとなった。
一、稲葉公が、僧
そう
録ろく
（宗派の総務）の前大僧正隆
りゅう
光こう
さまにお目通
りし、常
じょう
法ほう
談だん
林りん
（の認可をいただきたいと）の願いを申し込
まれた。 （その結果、 ）両本山の僧正（豊山は尊祐、智山は覚眼自身）より、本年五月に免許状を頂戴した。
一、稲葉公が（財源として）五十石の領地を寄進された。一、方丈の額は智積院の前住である専戒僧正の揮毫されたもので
ある。不動堂（現光明堂）ならびに金剛門（仁王門）の額は
安井ご門跡前大僧正（道恕）がお書きくださった。そのほか、鐘楼・経蔵などは住持照範和尚が造立したものである
　　
右は、現住照範和尚の要望に応じて追加した。
　
宝（一七〇七）
永四年丁
ひのとの
亥い
、十二月吉日
　　 　　
京都智積院の僧正覚眼が誌
しる
した。
五
　
むすび
　
以上、小稿では成田山新勝寺の「元禄の大縁起」の訓読文と現
代語訳とを提示した。近世には、いわゆる寺院本末制度の整備と並行して、その中で少しでも優位の格付けを獲んがために、その由緒来歴を語る（騙る） 「縁起」が制作された（神社も同様） 。無論それらはそれら して研究の対象となって るが、そうした作
3
品3
群の中でも典型的な様相をもつのみならず、殊には本学のバス
で日々目にするということもあって紹介してみた。　
本来ならば、もっと一語一語に語注を付けるべきであろう。た
とえば、　
•　「緬」は何を典拠として「はるかに」と読むか。
　
•　「関左」がなぜ「東国」と訳され 。また東国とはどこを指すか。
など、 一々に記すことが望ましい。数学の試験では、 答えだけ合っていても それを導き出す過程が正しく示されていなければ×になる。むしろ答えが誤っていても、途中の式が合っ れば部分点をもらえる。小稿は、言わば答えだけしかない。×をくらって零点となる答案だけれども さしあたり今回はこれでご容赦 た
─ 403 ─
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だきたい。　
最後に、小稿の大学紀要への投稿を快諾された成田山新勝寺の
関係各位に篤く御礼申しあげる。また、毎年のように当初の投稿申請から豹変し ものを提出するゆえ兎角の御迷惑をおかけしているに相違ない、本学紀要委員会の諸氏ならびに担当事務職員の皆様に幾重にもお詫びを申しあげて結びとする。
─ 402 ─
????????????????????
（一〇）
─ 401 ─
Reading “Genroku no Ooengi”
(the major history authorized in the Genroku period) 
regarding the Naritasan - Shinshoji Temple
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